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いはパルス化に全く制限なく I 億分のl 秒程度の瞬間冷却が可能としている O 現行の冷却法との違いはこの誘発機構
によるものであって電燈とレーザーの違いにも比べられる O このような衝撃的内容のため その公表に 1 年半以上を
要した経緯があるO
申請者の研究は国際注視の新原理 CMCを世界に先駆けて実験的に検証したものであり， 1992年夏スウェーデンで
開催の国際会議冒頭の開幕講演で公表されるや CERN の C ・ルビア所長をはじめ世界各地から反響が寄せられてい
る。本研究の装置の基本設計は池上教授によるが製作と実験および実験成果の解析はほとんど申請者の創意工夫に
よって遂行されている O 実験は小型電子顕微鏡で使用されるような低速電子ビームを用いて行われ ， CMC理論の予






の粒子光学系の高輝度化に最重要の課題である o 1989年公表された新原理「サイクロトロン・メーザー冷却J (CM 
C) は従来の方法の1000万倍以上早い瞬間冷却を予言するものであった。申請者の論文は世界に先がけて新原理 CM
Cを実験的に験証したものである。実験および観測結果の解析は殆ど申請者の創意工夫によってなされており，博士
(理学)の学位論文として十二分に価値あるものと認める。
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